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1980年の7月から】1月にかけて伊勢湾内で漁獲されるマサバ（ぶだ0†几むβサーわ如7官ブcα）の当才魚  

に，体形が上下窄を嵐する変形魚が約iO％の出現率でみられた。筆者らはこれらを収Ⅹ線と病理組  

織学的手法により検索し，その原閤を検倒した。その結果，変形魚のや枢判磯系に共通して未知の  

寄生体が観察され，寄生局所とその支配城北欄々の果常がみられた。  

材料および方法  

供統魚は外見的に体形が上下脅している変形魚22尾と正常な体形を示す7庵で，いずれも1980年  

串現在，奈良蝿庁（Nara pre飽ctura】office）   
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の8月から＝月にかけて伊勢鴻で揺揃されたものである。供紙魚の仙・鮎は採捕應後に】0％ホルマリ  

ン水で囲定L，他は軟Ⅹ線観察後，jj師）捺f判乳射作成とともに他の組織から嫡出した生鮮棟木を紙  

子き挽鏡下で観察した後に10％ホルマリ ン水で囲定したっ固定櫻本は常法に従ってパラフィン切片と  

し，礼摘机札けと摂津出漁本はいずれもl川勺に応じて淡色を施した 

結  果  

肉眼杓および軟Ⅹ線観察  

肉I闘勺および軟X線綴ま駕弓の結果，変ノl須亀は腰冊輔軒】律」；に上哲，腰椎腰骨璃からj葱鰍裾i雄削ご下萄  

を畳し（Plate卜1，2）∴姐著な変形例ではさらに履椎後＊郎も上肇を示していた。変形局所の脊椎  

に脱ぎニiや′別井などの抽著な酢酌まなく，菅朝雄‡紳鰍紳輪の変形がニh商徴であり，変形が商度な帰所  

に限i＝紺体の変形が認められた。   

肉眼的に体色の変化はなく，剖検的にも波瀾嘱所の脊椎周囲や内臓済預官などに激しい異常はみ  

られなかった。また，／棚用甜摘哉のJヤl三扁棟木び）観察からも粘酸胞子虫類などの審（‡三体の寄生は認め  

il〕れなかった 

病理組油単的所見   

1．脊  椎   

脊椎の変形局所の上彗牒ほlミで隠∴榔間作板の線維翰の血管極側部分隕ほ追蓼縮を受け，逆に神経  

極側部分は伸展していた（】？1a七e卜う）樟 またや邪灘瀾Ⅵ小心部も血管梅側に賀馴1】していた。その反  

対の下琴局朝でミま！二記とは逆のう実ら常が生じていた草   

2．中枢神経系   

全ての変形魚のゆ灘潮蘭描から特殊な染色反応をホす微小な審生体が観鰯されたこ？その微生物  

の特殊な染色反応は、‡卜E染色で  

雉敏，ギムザ染色で赤紫色，PAS  

反応髄脳津i三，好アニこリン系色素系で  

とく払紛塩基性庖瀦（例えばトルイ  

ジン青淡色後】〕H2．0綬衡酸処理で  

桃赤色，等磯一lさ、（2．0以ド）によりメ  

タクけマジーを是する。，ワイゲルト  

線維新染色とグッドパスチャー淡色  

でグラム陽性リケッチアのための  

マキヤべミJ染色に陽′恥 核酸のため  

のホイルゲン反応に陽性，どし7ニン  

・メチル縁独色で赤色に反応した  

（Tablel）。この微くlミ物の特殊染色  

による可狼郎隠楕円形で，長径約  

0．7／描i後，短径が0．う／∠以下であり，  

不梁部分も含めた全休刷！珊ミは矧こl盲を  

状ないしI引払伏であり，ニとの長さは  

T礼t〉1el．とIistoc】1elnicalstai11ing rest11ts ofl）araSitjc  
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0．7～1．0〃である。また，その内都構造は光学線徽戯では観鰯できない（Plateト4）0   

この微生裾ま主にマクロファージ内に存在し（Plate丑wl），徴掴勿を宿したマクロファージが集  

塊を形成して，第3脳執句（Platej卜2），第4脳嚢内（Plate韮…3）およびシルビクス水道（Plate  

】卜4）に大規模に現われていた。マクロファージ集塊ほ脳登内に浮腰するように存在したり，脳室  

内塵に付酎－るほか，肉非組織を伴って脳室内壁に付着することもあった。当該微生物を宿したマ  

クロファージの銀塊がみられた部分の脳組織はわずかに圧迫を受けているが，神経細胞や神経線灘  

には著変は……澄められなかった。また，視基（Plate】‡卜1），小脳弁（Plateil卜2）ト延髄および脊髄の  

組織内には，上述のようなマクロファージの銀塊がしばしば小規模ではあるが俄鰯された。マクロ  

ファージの銀塊周囲組織には神経感離の走向の乱れがうかがえるが，神経剤順には潜変がなかっ  

た。その他，嗅輩や視蕃周囲の髄膜中（Plate jリー3）にも上述のマクロファージの銀塊がみられた  

（Table2）。  
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MO  3Ven   一隻Ven SC  No of Fisll Men OIL  

Deforrned l  ＋＋  ＋  

2  一ト＋  ＋  

3  ＋  

4  

Tec Tlla  

1
†
 
 
一
＋
 
 

＋
 
＋
…
＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
十
 
ふ
・
＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
＋
一
一
 
 

十
 
 
 
＋
 
 

＋
 
＋
 
＋
一
＋
 
＋
 
＋
 
十
 
＋
 
ふ
‡
 
＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
＋
一
 
＋
 
 
＋
 
 
＋
 
＋
 
 
 
 
卜
 
 
 
 
＋
 
 
＋
 
＋
 
＋
 
 

＋
 
＋
 
 

＋
 
＋
一
一
＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
十
 
＋
 
＋
一
 
 

十十  一一  十   卜一   

・トート  ∴  －ト   ー   

ート  ＋   －  

一
十
 
」
l
一
＋
＋
一
 
 

＋
 
＋
 
＋
 
十
 
＋
 
 

う  

6  

7  

8  

9  

10  

11  

12  

1う  

14  

1う  

ユ8  

19  

20  

＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
＋
一
 
 

＋
 
＋
 
＋
 
ふ
・
＋
 
十
…
＋
 
＋
 
＋
 
十
 
】
 
 

一
一
一
一
 
 
 

一
一
＋
一
一
鵬
 
＋
一
…
＋
 
＋
一
 
 

．
．
「
 
」
「
 
 
 
 
J
－
 
」
「
 
T
 
」
■
 
 

一
一
一
一
一
一
一
一
一
 
l
 
 

＋  

」－   

」州  

T     】‘‘■  

」一  

t－－ト   」噂」嶋  岬  

」
・
十
 
 

＋
 
＋
 
 

＋   －  

十  

Normal l  

2  

3  山l州  一卜  

4  」肌  

一
＋
一
 
 

う  

6  

7  

Microorga11is三浪Siilfection wasconfirlned witllStamp frombraillOfdeforlned fish：No・16，17・   
21alld22．  

Me11：Men王IlX，01Ⅰ∴01ねctorylobe，OpL‥01）ticlobe，Tec：Tectum，Tba：T‡－ahlnuS・  
Cer：Cerebe11um，VC：Valvula cerebe11i，CC：Corpus cerebclli，MO：Medulla oblongata・  
3Ven：Third verltricle，4Ven：Fourth ventricIc，SC：Sp呈nalcord・  
－叫：l10i‡ュfecti（）11，－卜：a few，－ト＋：COIユSid即able11uI－1ber－ －ト＋－卜：eXteIISive   



170  難関三朗・宮崎照戯露・神谷遷卜・   

肉眼的に変形を墨していない一正常魚7尾中2尾の中枢神経系にも当該微生物を宿したマクロファ  

ージが微小銀塊となって観翻された。しかし，他の個体からは詳細な観察にもかかわらず，当該相  

生物の寄生は認められなかった。   

3．内臓諸器官   

こ紆微生物を宿したマタに∫ファージが肝臓の被膜，捌英，心外膜（Plate打卜う）内に散見された。  

しかし肝臓や腎臓などの実質縦．乳純中からはこの微生物の番脚数が認められなかった。  

考  察   

魚類の密形症には種々の症例が知られている。そのうち寄生性のものとしては㌧マス類の劇壇伽  

SO7？て′αCgγeわγαgねによる旋回嫡（YASUTAKEβ£αg・，i970，RoGERSβ£αg．，197う），スズキの粘  

綬胞子ぬ脳内寄生（塩満ら，ま981），ブリの月毎∬0むo三保ぶわ祝γgの脳内寄生（江華ら，持82）などが  

あげられる。細蔚感染性のものにはプリの通観球菌脳lブ勺感猿（宮隠i982）がある。栄養他のもの  

としては，マス粗のビタミンC欠乏症（AsHLEYだまαg．，1即5），栄賽性ミカ・パチー症のニジマス  

（KING，1975）とトラフグ稚魚（延来ら，柑79），アメリカナマズの脊柱桝汁徹㌫憐群（brokell仙  

back syndronle）（MEY汎i975）などがあげられる。その他有機燐系腹掛i欄症（窪田ら，1982）  

でも脊椎骨の脱日′酢貯後，変灘が生じる。粘液胞子虫規の頭蓋や脳内への審生では，その栄養体の  

発育により，また連鎖球菌痙では炎症反応によりそれぞれ脳組織が圧迫終審を受けたため脊柱の変  

形が起こると考えられている。栄基性ミオパチーでは体側筋組織の退行性滴贋が，ビタミンC欠乏  

症や有機済系政燕中毒症では脊椎骨折が変形の原瀾とみられている。   

今回，変形マサバの脳には未知の微生物を宿したマクロファージの銀塊形傾が共通して認められ  

た。当該マクロファージの銀塊形成は特にシルビウス水道から第4脳室内に顕著であり、延髄の圧  

迫障漆が発現していたことは疑えない。このような延絡整の圧迫障寮により簡髄神経系が機能障割こ  

陥り，脊柱変形をひき起こしたと考えられる。同じ変形マサバにおいて，松雲‡蔓ら（1981）は神経線  

維束（特に眼球♪馴許Ⅰの筋肉内）中紆粕酸胞子成の栄泰体の寄生を認めている。筆者らも生鮮材料の  

押しつぶし棟木やスタンプ標本で観察したがその松里らのいう審生体は橡言蚤霞できなかった。   

変形マサバの中枢神経系伸張みられた微生物の形態は微胞子血として扱われたア摘馴抑M＝沼＿  

γズ0（KuDO，1924）と類似するが，両者の大きさは著しく男らっている。また，当該微塵物の大きさ  

およびマキヤペロ染色陽性性およびギムザ染色性からリケッチア（医科研，1973）にも相似するが，  

グラム反応が陽性を示し，その点が全く異なる。以上の二当箋：突から変形マサバの原因と考えられる微  

生物は現在のところ分類位関の不明な未知の生物と考えざるを得ない。今後，この寄生体が入手さ  

れた折には改めて分賊学的位置等についても検討する予定である。  
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Explan‡lti¢n Of pl乳te】  

Fig．1．Chub mackereIwith spinaldeforIll王ty．Both fish exbi！）itlordosis at the trLl11k aIld  

l（ypllOSis at tbe tail．  

Fig・2．RadiograpllOf deforlned fish．Botb f‡sildis！）Iaylordos王s at tlle t】・tlllk；mdlくyphosis a11d  

ユordosis at tbe tail．  

yig．3．Abdomimalvertebrae of tlle Sl）ine witblordosis．T、Ile disciintervertめraまes b去IS beell  

elo11gated at tlle11eu】■alside（a汀OW）a11d pressed shl・しIrlk at tlle‡1etⅥalside． Eacll  

CentrumlユaS been deforIiled at theiT】iddle．Gie】11Sa，×20．  

Fig．4．AilighIⅥa卯ificatiorlView of parasiticlnicroorganisIlュ凱 ′mley are foll王ュd witllinlⅥaCrO－  

PilageS．pAS．×1000   
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174  窪田≡朗・宵‡略き竃鴬嬢・神谷怒脚・  

Explnn几tion of plzttell  

Fig．ト Macrop‡lageS Carrying 王）araSitic microo柑allisms．MalユyllユaCrOpbages carrying alot of  

microorganまsms witbi11the cytoplasln are aCCumulated．Some of tbem are d（∋generated．  

PAS，×800．  

Fig・2．Tllird＼▼entricle．Macrol）llagCS callryingl）araSitic111icroorganis111S（M）aI）PeariIltllC  

＼rentricle．T：Tectum，＼・rC：Val＼・ula cerebclli．PAS．＼80  

yig．3．Fourtb ve王1tricle．MacropllageSCarryingparasiticlllicroorganまSmS（M）attacllWitbgra王1u－  

htiotltissue（G）011tlle Su）・face o（l11edulla obrongata（MO）arou）1d the、■elltrielc．in  

Whicilblood vessels are e喝Orged witb the blood．PAS，×100  

Fig14．Åqueduct of S〉・hfius and fourth＼・eIltricLe．Tlle nque〔1uct（Å）is fu110f macrol）hages  

、、・ith z）araSitic】】licl・00t・卯Ilis111S（M）l Gran111atiolltissue（G）isl）l■Oduced、、－allillg Off  

七he macropbagesin t‡1e fourtllVentricle．MO；Medulla oblongata．PAS，×100   
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176  窪田三朗・醤憐憫灘・神谷患…－  

Expll川Iltiol10r plllte 一口  

yi好一l・TectuIn－ Macropi－ageS Ca汀ying parasitc Tnicroorganisms（M）are accL11nt11atedin the  

tectunl，PAS，×160．  

Fig・2・Val、rulac即ebelli・Macropぬages carryiIユgl）araSiticlnicroor卯n王sms（M）王nfiltrateinto  

七be valvula（VC）．GienlSa，×160，  

Fig・3．MelliエーⅩ・Macropbages wtiilparaSites（M）are accumulatedim t】1e meninx beside oト  

factorylobe（0）．PÅS，×50．  

pig・4．恥icardiuIn・MacropliageS WitilI）araSites（M）appearintlユeePicardiumof＼7entricIQ．PA  

S，×160．   
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